
(57)【要約】

　

【課題】　可動把手を木口から突出させ、かつ、該可動

把手を持って引戸を閉じる際、不注意により手指を戸枠

や戸袋に挟めないようにすること。

【解決手段】　引戸に可動把手を有するホルダーを組み

込むことが可能なハンドル装置に於いて、前記ホルダー

は引戸の木口に組み込むことができるようにケース状に

形成され、また、該ホルダーの前板側に戸枠の縦枠に当

接可能な安全用ロッドを軸支し、さらに、ホルダーに可

動把手を水平方向に出没自在に設け、該可動把手の出没

動作に前記安全用ロッドが回転連動するように該可動把

手と前記安全用ロッドの基端部とを駆動リンクで連結し

たことを特徴とするハンドル装置。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
引 戸 に 可 動 把 手 を 有 す る ホ ル ダ ー を 組 み 込 む こ と が 可 能 な ハ ン ド ル 装 置 に 於 い て 、 前 記 ホ
ル ダ ー は 引 戸 の 木 口 に 組 み 込 む こ と が で き る よ う に ケ ー ス 状 に 形 成 さ れ 、 ま た 、 該 ホ ル ダ
ー の 前 板 側 に 戸 枠 の 縦 枠 に 当 接 可 能 な 安 全 用 ロ ッ ド を 軸 支 し 、 さ ら に 、 ホ ル ダ ー に 可 動 把
手 を 水 平 方 向 に 出 没 自 在 に 設 け 、 該 可 動 把 手 の 出 没 動 作 に 前 記 安 全 用 ロ ッ ド が 回 転 連 動 す
る よ う に 該 可 動 把 手 と 前 記 安 全 用 ロ ッ ド の 基 端 部 と を 駆 動 リ ン ク で 連 結 し た こ と を 特 徴 と
す る ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 於 い て 、 ホ ル ダ ー 内 に 可 動 把 手 用 係 止 手 段 を 上 下 動 自 在 に 設 け 、 ま た 、 該 係 止
手 段 解 除 用 の 押 し ボ タ ン 式 操 作 部 材 を そ の 操 作 端 が 木 口 に 露 呈 す る よ う に 設 け た こ と を 特
徴 と す る ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 於 い て 、 駆 動 リ ン ク は 縦 方 向 に 連 結 さ れ た 複 数 本 の リ ン ク を 含 む こ と を 特 徴 と
す る ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ に 於 い て 、 こ れ ら の 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 を そ の
ま ま 含 み 、 引 戸 の 一 壁 側 の 引 手 は 、 該 引 戸 が 完 全 に 開 い て い る 時 、 所 定 位 置 に 並 存 す る 戸
体 に よ り 塞 が れ て い る こ と を 特 徴 と す る 建 具 。
【 請 求 項 ５ 】
引 戸 に 可 動 把 手 を 有 す る ホ ル ダ ー を 組 み 込 む こ と が 可 能 な ハ ン ド ル 装 置 に 於 い て 、 前 記 ホ
ル ダ ー は 引 戸 の 木 口 に 組 み 込 む こ と が で き る よ う に ケ ー ス 状 に 形 成 さ れ 、 ま た 、 該 ホ ル ダ
ー の 前 板 側 に 戸 枠 の 縦 枠 に 当 接 可 能 な 安 全 用 ロ ッ ド を 軸 支 し 、 ま た 、 ホ ル ダ ー に 可 動 把 手
を 水 平 方 向 に 出 没 自 在 に 設 け 、 該 可 動 把 手 の 出 没 動 作 に 前 記 安 全 用 ロ ッ ド が 回 転 連 動 す る
よ う に 該 可 動 把 手 と 前 記 安 全 用 ロ ッ ド の 基 端 部 と を 駆 動 リ ン ク で 連 結 し 、 さ ら に 、 前 記 可
動 把 手 が 付 勢 手 段 の バ ネ 力 に 抗 し て ホ ル ダ ー 内 に 没 入 し た 「 待 機 姿 勢 位 置 」 に な る と 、 該
可 動 把 手 を 自 動 的 に 係 止 す る よ う に ホ ル ダ ー に 設 け ら れ た 係 止 手 段 と 、 引 戸 が 開 い て い る
時 に 前 記 係 止 手 段 の 係 止 状 態 を 解 除 す る た め に ホ ル ダ ー に 設 け ら れ た 押 し ボ タ ン 式 操 作 部
材 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 於 い て 、 可 動 把 手 の グ リ ッ プ 部 分 は 、 縦 断 面 チ ャ ン ネ ル 形 状 に 形 成 さ れ 、 そ の
一 方 の 水 平 杆 部 分 の 内 端 部 に 係 止 手 段 の 係 止 片 と 係 脱 可 能 な 被 係 合 部 が 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 於 い て 、 可 動 把 手 は 、 グ リ ッ プ 部 分 の 上 下 の 水 平 杆 部 分 の 内 端 部 に 直 交 状 態 に
連 設 す る 支 持 杆 部 分 を 有 し 、 該 支 持 杆 部 分 に 付 勢 手 段 の 一 端 部 を 支 持 す る バ ネ 支 持 部 が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ７ に 於 い て 、 こ れ ら の 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 を そ の
ま ま 含 み 、 引 戸 の 一 壁 側 の 引 手 は 、 該 引 戸 が 完 全 に 開 い て い る 時 、 所 定 位 置 に 並 存 す る 戸
体 に よ り 塞 が れ て い る こ と を 特 徴 と す る 建 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 引 戸 に 可 動 把 手 を 有 す る ホ ル ダ ー を 組 み 込 む こ と が 可 能 な ハ ン ド ル 装 置 に 於
い て 、 引 戸 を 閉 じ る 際 に 戸 枠 や 戸 袋 に 手 指 を 挟 め な い ハ ン ド ル 装 置 及 び 建 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 特 許 文 献 ２ の 問 題 点 を 解 消 す る た め に 、 前 後 一 対 の シ ェ ル 体 ど う し を
接 合 し て 構 成 さ れ る ホ ル ダ ー と 、 両 シ ェ ル 体 の 接 合 面 の 間 に 配 置 さ れ る 把 手 お よ び 弾 性 体
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と を 含 み 、 把 手 は ホ ル ダ ー に 設 け た 軸 で 揺 動 可 能 に 軸 支 さ れ 、 全 体 が ホ ル ダ ー の 格 納 部 内
に 収 ま る 待 機 姿 勢 と 、 そ の グ リ ッ プ が 格 納 部 か ら 斜 め に 突 出 す る 使 用 姿 勢 と に 変 位 で き 、
弾 性 体 は 待 機 姿 勢 と 使 用 姿 勢 と の そ れ ぞ れ に お い て 把 手 と 接 当 し て 、 把 手 が 軸 ま わ り に 揺
動 す る の を 規 制 す る ハ ン ド ル 装 置 」 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の 従 来 技 術 は 、 引 戸 の 木 口 に ホ ル ダ ー を 介 し て 設 け ら れ た 把 手 の 縦 長 状 グ リ ッ プ の
外 壁 面 の 一 端 部 を 指 で 押 し 込 み （ 第 １ 実 施 例 ） 、 又 は 把 手 の 一 端 部 に 係 止 し た 指 掛 け 部 分
に 指 を か け て 外 側 に 引 く と （ 第 ２ 実 施 例 ） 、 把 手 が 支 軸 ま わ り に 傾 倒 回 転 す る の で 、 該 把
手 を 仮 の 引 手 と し て 利 用 し 、 引 戸 を 戸 袋 か ら 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ハ ン ド ル 装 置 は 、 も ち ろ ん 、 シ ェ ル 体 が 凹 所 状 の 指 掛 け 部 （ 引 手 機 能 ） を 有 す る こ
と か ら 、 引 戸 を 戸 袋 へ 収 納 す る 際 の 引 手 と し て 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、
該 ハ ン ド ル 装 置 は 、 一 つ の ハ ン ド ル ユ ニ ッ ト が 、 戸 袋 か ら 引 戸 を 引 き 出 す 把 手 機 能 と 、 開
戸 時 に 引 戸 を 戸 袋 へ 収 納 す る 引 手 機 能 の 両 方 を 有 す る 優 れ 物 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 技 術 は 、 （ ａ ） 発 明 の 目 的 に 関 し て 、 引 戸 の 木 口 か ら 突 出 す る 可 動
把 手 を 持 っ て 引 戸 を 閉 じ る 際 に 戸 枠 や 戸 袋 に 手 指 を 挟 ま な い よ う に す る も の で は な い 。 （
ｂ ） し た が っ て 、 引 戸 の 可 動 把 手 を 持 っ て 閉 じ て い る 最 中 に 、 当 該 可 動 把 手 を 引 戸 本 来 の
凹 所 引 手 に 持 ち 替 え さ せ る も の で は な い 。 （ ｃ ） 発 明 の 構 成 に 関 し て 、 当 然 、 前 記 ａ ， ｂ
の 目 的 を 達 成 す る た め の 具 体 的 構 成 が 開 示 さ れ て い な い 。 （ ｄ ） さ ら に 、 引 戸 式 建 具 そ の
も の が 、 引 戸 の 壁 面 の 凹 所 引 手 を 塞 ぐ よ う に 所 定 位 置 に 並 存 す る 戸 体 と 備 え た 引 戸 式 建 具
を 前 提 と す る も の で は な い 。 そ の た め に 、 引 戸 に 対 す る ハ ン ド ル 装 置 の 取 付 け 位 置 が 通 常
の 取 付 け 位 置 に 限 定 さ れ る 。 （ ｅ ） ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 「 例 え ば 押 し ボ タ ン 式 操 作 手
段 を 操 作 し て 把 手 を 引 戸 の 木 口 か ら 自 動 的 に 突 出 さ せ る 構 成 」 が 開 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ３ に は 、 引 戸 を 閉 じ る 際 に 戸 袋 の 端 面 に 手 指 を 挟 ま な い よ う に 、 「 引 戸
の 一 側 壁 に 設 け た 凹 所 状 の ケ ー シ ン グ に 回 転 自 在 な 引 手 を 設 け 、 引 戸 の 閉 戸 時 、 引 戸 を そ
の 引 手 を 収 納 方 向 に 付 勢 す る バ ネ の バ ネ 力 に 抗 し て 引 戸 の 一 側 壁 （ 例 え ば 室 内 側 の 引 戸 面
） か ら 回 転 突 出 さ せ る 安 全 機 構 付 き 引 手 の 構 造 」 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 「 手 指 を 挟 ま な い 安 全 機 構 」 は 、 引 戸 の 一 側 壁 の 凹
所 引 手 そ の も の に 小 型 の 可 動 引 手 を 収 納 及 び 突 出 可 能 に 設 け て い る こ と か ら 、 前 述 し た （
ｄ ） の 所 定 位 置 に 並 存 す る 戸 体 す る 引 戸 に は 適 用 す る こ と が で き な い 。 ま た 、 特 許 文 献 ３
の 引 手 の 構 造 は 、 現 に 引 戸 を 閉 成 中 に 使 用 し て い る 小 型 可 動 引 手 の 閉 じ 側 を 戸 袋 の 端 面 に
直 接 衝 突 さ せ て 手 指 の 防 御 を 図 る も の で あ る こ と か ら 、 小 型 可 動 引 手 が 破 損 し 易 い と い う
問 題 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ １ ８ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 公 平 ６ － ４ ９ ７ ７ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 公 開 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ０ １ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 可 動 把 手 を 木 口 か ら 突 出 さ せ 、 か つ 、 該 可 動 把 手 を 持 っ て 引 戸
を 閉 じ る 際 、 不 注 意 に よ り 手 指 を 戸 枠 や 戸 袋 に 挟 め な い よ う に す る ハ ン ド ル 装 置 及 び 建 具
を 提 案 す る こ と で あ る 。 第 ２ の 目 的 は 、 可 動 把 手 を 持 っ て 引 戸 を 閉 成 （ 閉 鎖 ） 中 に 、 合 理
的 構 成 よ り 、 引 戸 を 所 定 位 置 （ 手 指 を 挟 ま な い 範 囲 内 ） に 停 止 さ せ 得 る こ と で あ る 。 第 ３
の 目 的 は 、 引 戸 式 建 具 そ の も の が 、 引 戸 の 壁 面 の 凹 所 引 手 を 塞 ぐ よ う に 所 定 位 置 に 並 存 す
る 戸 体 と 備 え た 引 戸 式 建 具 に 適 合 す る こ と で あ る 。 そ の 他 の 目 的 は 、 例 え ば 引 戸 の 完 全 な
開 戸 時 、 引 戸 の 木 口 か ら 可 動 把 手 を ワ ン タ ッ チ 方 式 に よ り 自 動 的 に 突 出 さ せ る 得 る こ と 、
引 戸 に 対 す る ハ ン ド ル 装 置 の 取 り 付 け 位 置 が 通 常 の 取 り 付 け 位 置 に 限 定 さ れ な い こ と 、 把
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手 を 収 納 位 置 へ 戻 し た 時 、 把 手 を 自 動 的 に 係 止 す る こ と が で き る と 共 に 、 該 係 止 手 段 の 耐
久 性 の 向 上 を 図 る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ハ ン ド ル 装 置 は 、 引 戸 に 可 動 把 手 を 有 す る ホ ル ダ ー を 組 み 込 む こ と が 可 能 な ハ
ン ド ル 装 置 に 於 い て 、 前 記 ホ ル ダ ー は 引 戸 の 木 口 に 組 み 込 む こ と が で き る よ う に ケ ー ス 状
に 形 成 さ れ 、 ま た 、 該 ホ ル ダ ー の 前 板 側 に 戸 枠 の 縦 枠 に 当 接 可 能 な 安 全 用 ロ ッ ド を 軸 支 し
、 さ ら に 、 ホ ル ダ ー に 可 動 把 手 を 水 平 方 向 に 出 没 自 在 に 設 け 、 該 可 動 把 手 の 出 没 動 作 に 前
記 安 全 用 ロ ッ ド が 回 転 連 動 す る よ う に 該 可 動 把 手 と 前 記 安 全 用 ロ ッ ド の 基 端 部 と を 駆 動 リ
ン ク で 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 装 置 は 、 引 戸 に 可 動 把 手 を 有 す る ホ ル ダ ー を 組 み 込 む こ と が 可
能 な ハ ン ド ル 装 置 に 於 い て 、 前 記 ホ ル ダ ー は 引 戸 の 木 口 に 組 み 込 む こ と が で き る よ う に ケ
ー ス 状 に 形 成 さ れ 、 ま た 、 該 ホ ル ダ ー の 前 板 側 に 戸 枠 の 縦 枠 に 当 接 可 能 な 安 全 用 ロ ッ ド を
軸 支 し 、 ま た 、 ホ ル ダ ー に 可 動 把 手 を 水 平 方 向 に 出 没 自 在 に 設 け 、 該 可 動 把 手 の 出 没 動 作
に 前 記 安 全 用 ロ ッ ド が 回 転 連 動 す る よ う に 該 可 動 把 手 と 前 記 安 全 用 ロ ッ ド の 基 端 部 と を 駆
動 リ ン ク で 連 結 し 、 さ ら に 、 前 記 可 動 把 手 が 付 勢 手 段 の バ ネ 力 に 抗 し て ホ ル ダ ー 内 に 没 入
し た 「 待 機 姿 勢 位 置 」 に な る と 、 該 可 動 把 手 を 自 動 的 に 係 止 す る よ う に ホ ル ダ ー に 設 け ら
れ た 係 止 手 段 と 、 引 戸 が 開 い て い る 時 に 前 記 係 止 手 段 の 係 止 状 態 を 解 除 す る た め に ホ ル ダ
ー に 設 け ら れ た 押 し ボ タ ン 式 操 作 部 材 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 建 具 は 、 前 段 の ハ ン ド ル 装 置 又 は 後 段 の ハ ン ド ル 装 置 の 構 成 を そ の ま
ま 含 み 、 引 戸 の 一 壁 側 の 引 手 は 、 該 引 戸 が 完 全 に 開 い て い る 時 、 所 定 位 置 に 並 存 す る 戸 体
に よ り 塞 が れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 「 安 全 用 ロ ッ ド 」 は 、 発 明 の 主 た る 目 的 と の 関 係 で 用 い た 用 語 で あ る 。 し た が
っ て 、 安 全 用 ロ ッ ド 及 び 駆 動 リ ン ク は 、 手 指 を 挟 ま な い た め の 構 成 要 件 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
（ １ ） 引 戸 の 木 口 に 組 み 込 ま れ た ホ ル ダ ー に 可 動 把 手 が 出 没 自 在 に 設 け ら れ た ハ ン ド ル 装
置 を 前 提 と し 、 前 記 可 動 把 手 を 木 口 か ら 突 出 さ せ 、 か つ 、 該 可 動 把 手 を 持 っ て 引 戸 を 閉 じ
る 際 、 不 注 意 に よ り 手 指 を 戸 枠 や 戸 袋 に 挟 ま な い よ う に す る こ と が で き る 。
（ ２ ） 手 指 を 挟 ま な い た め の 構 成 要 件 は 、 ホ ル ダ ー の 前 板 側 に 戸 枠 の 縦 枠 に 当 接 な 安 全 用
ロ ッ ド を 軸 支 し 、 ま た 、 ホ ル ダ ー に 可 動 把 手 を 水 平 方 向 に 出 没 自 在 に 設 け 、 該 可 動 把 手 の
出 没 動 作 に 前 記 安 全 用 ロ ッ ド が 回 転 連 動 す る よ う に 該 可 動 把 手 と 前 記 安 全 用 ロ ッ ド の 基 端
部 と を 駆 動 リ ン ク で 連 結 し た の で 、 合 理 的 構 成 よ り 、 可 動 把 手 を 持 っ て 引 戸 を 閉 鎖 中 に 、
引 戸 を 所 定 位 置 （ 手 指 を 挟 ま な い 範 囲 内 ） に 停 止 さ せ る こ と が で き る 。
（ ３ ） 引 戸 式 建 具 そ の も の が 、 引 戸 の 壁 面 の 凹 所 引 手 を 塞 ぐ よ う に 所 定 位 置 に 並 存 す る 戸
体 と 備 え た 引 戸 式 建 具 に 適 合 す る 。
（ ４ ） 引 戸 の 完 全 な 開 戸 時 、 係 止 手 段 解 除 用 の 押 し ボ タ ン 式 操 作 部 材 を ワ ン タ ッ チ 操 作 （
単 に プ ッ シ ュ ） す る と 、 引 戸 の 木 口 か ら 可 動 把 手 が 自 動 的 に 水 平 移 動 し て 突 出 す る 。 し た
が っ て 、 可 動 把 手 の グ リ ッ プ を 持 っ て 引 戸 を 引 手 の 利 用 可 能 な 位 置 ま で 引 き 出 す こ と が で
き る 。
（ ５ ） そ の 他 、 引 戸 に 対 す る ハ ン ド ル 装 置 の 取 り 付 け 位 置 が 通 常 の 取 り 付 け 位 置 に 限 定 さ
れ な い 、 把 手 を 収 納 位 置 へ 戻 し た 時 、 把 手 を 自 動 的 に 係 止 す る こ と が で き る 、 係 止 手 段 の
耐 久 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 、 ユ ニ ッ ト 化 さ れ て い る の で 、 簡 単 に 引 戸 に 取 付 け る こ
と が で き る 等 の 優 れ た 効 果 も あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 １ 乃 至 図 １ ０ に 示 す 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 第 １ 実 施 例 ） に よ り
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説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ １ ） 図 １ … 発 明 の 環 境 図
　 図 １ は 、 引 戸 式 建 具 Ｘ に 適 用 し た 発 明 の 実 施 の 環 境 を 示 す ハ ン ド ル 装 置 Ｙ の 環 境 図 で あ
る 。 こ の 環 境 図 に 於 い て 、 発 明 の 実 施 の 環 境 を 示 す ハ ン ド ル 装 置 Ｙ を 備 え た 引 戸 式 建 具 Ｘ
の 平 面 か ら 見 た 概 念 図 で あ る 。 こ の 概 念 図 に 於 い て 、 １ ， １ ａ は 左 右 の 戸 枠 （ １ は 閉 じ 側
の 縦 枠 、 戸 柱 ） 、 ２ は 内 側 引 戸 、 ３ は 外 側 引 戸 、 ４ は 戸 体 （ 例 え ば 網 戸 や シ ャ ッ タ ー ） 、
５ は 外 側 引 戸 の 室 内 ７ 側 の 凹 所 引 手 、 一 方 、 ６ は 外 側 引 戸 の 室 外 ８ 側 の 凹 所 引 手 、 ９ は 建
具 Ｘ の 開 口 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 装 置 Ｙ 及 び 該 ハ ン ド ル 装 置 Ｙ を 備 え た 引 戸 式 建 具 Ｘ は 、
細 部 的 な 事 項 は 別 と し て 、 実 施 レ ベ ル で は 、 引 戸 の 完 全 開 戸 時 に 、 引 戸 、 例 え ば 互 い 違 い
引 戸 の 場 合 に は 、 外 側 引 戸 ３ の 壁 面 内 外 の 引 手 ５ ， ６ を 塞 ぐ よ う に 所 定 位 置 に 戸 体 （ 例 え
ば 網 戸 ） ４ や 内 側 引 戸 ２ が 並 存 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 （ ハ ン ド ル 装 置 Ｙ 及 び 建 具 Ｘ ） は 、 引 戸 の 完 全 開 戸 時 に 、 少 な く と も 一 つ の 引 戸
に 対 し て 戸 体 （ 例 え ば 内 側 又 は 外 側 に 位 置 す る 網 戸 ） ４ が 、 引 戸 の 凹 所 引 手 （ 実 施 例 で は
、 外 側 引 戸 ３ の 外 側 引 手 ６ ） を 塞 ぐ 。 以 下 、 図 ２ 乃 至 図 １ ０ を 参 照 に し て 本 発 明 の 最 良 の
実 施 例 を 説 明 す る が 、 細 部 的 な 事 項 の 符 号 や 図 面 に つ い て は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ２ ） 本 発 明 の 特 徴 部 分
　 図 ２ 乃 至 図 １ ０ に 於 い て 、 本 発 明 の 引 戸 式 建 具 Ｘ は 、 引 戸 の 木 口 に 組 み 込 ま れ た ホ ル ダ
ー １ ２ に 可 動 把 手 １ ３ が 出 没 可 能 に 設 け ら れ た ハ ン ド ル 装 置 Ｙ を 前 提 に す る 。 ま た 、 ハ ン
ド ル 装 置 Ｙ は 、 基 本 的 に は 、 ホ ル ダ ー １ ２ の 前 板 ２ １ 側 に 戸 枠 の 縦 枠 １ に 棒 状 部 分 ５ ２ ａ
の 先 端 部 が 当 接 可 能 な 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ を 軸 支 し 、 ま た 、 ホ ル ダ ー １ ２ に 可 動 把 手 １ ３ を
水 平 方 向 に 出 没 自 在 に 設 け 、 該 可 動 把 手 １ ３ の 出 没 動 作 に 前 記 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ が 回 転 連
動 す る よ う に 該 可 動 把 手 １ ３ の 内 端 部 側 の 垂 直 杆 部 分 ３ ２ と 前 記 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 基 端
部 と を 駆 動 リ ン ク ５ ３ で 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ３ ） 図 ２ の 待 機 姿 勢 位 置 と 図 ３ の 使 用 姿 勢 位 置
　 図 ２ は 、 ハ ン ド ル 装 置 Ｙ の 可 動 把 手 の 待 機 姿 勢 位 置 、 一 方 、 図 ３ は 可 動 把 手 の 使 用 姿 勢
位 置 を 概 略 的 に 示 し て い る 。 ま た 、 図 ４ は 引 戸 の 木 口 （ 戸 枠 に 対 す る 側 端 面 ） か ら 見 た ハ
ン ド ル 装 置 Ｙ の 正 面 図 で あ る 。 そ の 他 図 は 、 適 当 な 概 略 断 面 説 明 図 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ て 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 装 置 Ｙ は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 引 戸 ３ の 木 口 ３ ａ に 内 装 状 態 に
装 着 さ れ る ホ ル ダ ー １ ２ と 、 こ の ホ ル ダ ー １ ２ に 水 平 方 向 に 出 没 自 在 に 組 み 込 ま れ た 可 動
把 手 １ ３ と 、 該 可 動 把 手 １ ３ が 付 勢 手 段 １ ６ の バ ネ 力 に 抗 し て ホ ル ダ ー １ ２ 内 に 完 全 に 没
入 （ 後 退 ） し た 「 待 機 姿 勢 位 置 」 に な る と 、 該 可 動 把 手 １ ３ を 自 動 的 に 係 止 す る よ う に ホ
ル ダ ー １ ２ に 上 下 動 自 在 に 設 け ら れ た 係 止 手 段 １ ４ と 、 引 戸 ３ が 開 い て い る 時 に 前 記 係 止
手 段 １ ４ の 係 止 状 態 を 解 除 す る た め に ホ ル ダ ー １ ２ に 水 平 方 向 自 在 に 設 け ら れ た 押 し ボ タ
ン 式 操 作 部 材 １ ５ を 含 む （ 新 規 事 項 ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 装 置 Ｙ は 、 前 項 で 説 明 し た よ う に 、 ホ ル ダ ー １ ２ の 前 板 ２ １
側 に 戸 枠 の 閉 じ 側 の 縦 枠 １ に 棒 状 部 分 ５ ２ ａ の 先 端 部 が 突 き 当 た る よ う に 当 接 可 能 な 安 全
用 ロ ッ ド ５ ２ を 軸 支 し 、 該 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 基 端 部 と 可 動 把 手 １ ３ の 内 端 部 側 と を 複 数
本 の リ ン ク ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ を 有 す る 駆 動 リ ン ク ５ ３ で 連 結 し 、 可 動 把 手 １ ３ の 出 没 動 作 に
安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ が 所 定 角 度 ま で 回 転 連 動 す る よ う に し て い る （ 新 規 事 項 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 構 成 に 於 い て 、 引 戸 ３ の 開 戸 時 、 操 作 部 材 １ ５ の 露 呈 端 １ ５ ａ を プ ッ シ ュ す る と 、
係 止 手 段 １ ４ の 係 止 片 ４ ２ の 係 止 が バ ネ 力 に 抗 し て 移 動 す る こ と か ら 、 そ の 係 止 状 態 が 解
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除 さ れ 、 可 動 把 手 １ ３ は 把 手 用 付 勢 手 段 １ ６ の バ ネ 力 に よ り 、 グ リ ッ プ 部 分 ３ ０ が 握 る こ
と が 可 能 な 「 使 用 姿 勢 位 置 」 ま で 水 平 状 態 に 突 出 す る 。 こ の 時 、 上 下 方 向 に 組 み 合 わ せ ら
れ た 複 数 本 の リ ン ク ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ が そ れ ぞ れ の 枢 軸 を 支 点 に 揺 動 す る こ と か ら 、 可 動 把
手 １ ３ の 突 出 方 向 の 動 き に 連 動 し て 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 棒 状 部 分 ５ ２ ａ が 水 平 状 態 に な る
よ う に 固 定 枢 軸 を 支 点 に 所 定 位 置 ま で 回 転 す る 。 こ れ に よ り 、 前 記 棒 状 部 分 ５ ２ ａ の 先 端
部 が 戸 枠 の 縦 枠 １ に 当 接 可 能 な 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 可 動 把 手 １ ３ は 、 望 ま し く は 、 図 １ ０ で 示 す よ う に 、 縦 断 面 逆 向 き コ 字
型 形 状 （ こ こ で は 「 縦 断 面 チ ャ ン ネ ル 形 状 」 と い う 用 語 を 使 用 す る 。 ） の グ リ ッ プ 部 分 ３
０ と 、 こ の グ リ ッ プ 部 分 ３ ０ の 上 下 の 水 平 杆 部 分 ３ １ の 内 端 部 に 直 交 状 態 に 連 設 す る 垂 直
杆 部 分 ３ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 水 平 杆 部 分 ３ １ の 内 端 部 の 上 辺 に 係 止 手 段 １ ４ を 構 成 す る 係 止 片 ４ ２ が 係
合 す る 凹 所 状 の 被 係 合 部 ３ ３ を 形 成 す る 。 ま た 、 前 記 垂 直 杆 部 ３ ２ の 内 端 面 に は 、 付 勢 手
段 １ ６ の 一 端 部 を 支 持 す る 横 向 き 凹 所 型 の バ ネ 支 持 部 ３ ４ が 設 け ら れ て い る と 共 に 、 該 バ
ネ 支 持 部 ３ ４ よ り も 下 位 の 部 位 に 駆 動 リ ン ク ５ ３ の 上 方 リ ン ク ５ ３ ａ の 一 端 部 が 枢 軸 を 介
し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ こ で 、 作 用 と 共 に 説 明 す る と 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 装 置 Ｙ は 、 建 具 Ｘ が 、 例 え ば 図 １ で
示 す 一 例 を 前 提 要 件 と し て い る 場 合 に 於 い て 、 同 図 で 示 す よ う に 、 引 戸 ３ の 外 壁 側 の 引 手
６ は 、 該 引 戸 ３ が 完 全 に 開 い て い る 時 、 所 定 位 置 に 並 存 す る 戸 体 ４ に よ り 塞 が れ て い る 。
し た が っ て 、 引 戸 ３ を 戸 体 ４ の 先 端 面 （ 側 端 面 ） ４ ａ か ら 閉 じ る 矢 印 Ａ 方 向 へ 引 き 出 す の
が 容 易 で な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ こ で 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 ホ ル ダ ー １ ２ に 収 納 さ れ 、 か つ 、 係 止 手 段 １ ４ に 係 止 さ れ
て い る 可 動 把 手 １ ３ を 自 動 的 に 突 出 さ せ る た め に 、 操 作 部 材 １ ５ を プ ッ シ ュ す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 操 作 部 材 １ ５ を プ ッ シ ュ す る と 、 係 止 手 段 １ ４ の 係 止 片 ４ ２ の 係 止 が 解 除 さ れ 、 可 動 把
手 １ ３ は 単 数 （ 本 実 施 例 ） 又 は 複 数 の 付 勢 手 段 １ ６ の バ ネ 力 に よ り 、 ホ ル ダ ー １ ２ 内 に 設
け ら れ た 水 平 案 内 溝 、 水 平 案 内 切 欠 、 水 平 案 内 棒 等 の 案 内 手 段 を 介 し て 水 平 方 向 に ス ラ イ
ド し て 所 定 位 置 ま で 突 出 す る 。 （ 図 ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 時 、 可 動 把 手 １ ３ の 突 出 に 連 動 し て 駆 動 リ ン ク ５ ３ は 固 定 軸 ５ ７ ， ６ １ を 介 し て 揺
動 す る こ と か ら 、 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 棒 状 部 分 ５ ２ ａ が 水 平 状 態 に な る よ う に 固 定 枢 軸 ５
６ を 支 点 に 所 要 角 度 ま で 回 転 す る （ 図 ３ ） 。 そ こ で 、 グ リ ッ プ 部 分 ３ ０ を 持 っ て 引 戸 ３ を
引 手 ５ ， ６ の 利 用 可 能 な 位 置 ま で 引 き 出 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 引 戸 ３ を 戸 体 （ 例 え ば 網 戸 ） ４ の 側 端 面 ４ ａ か ら 所 要 量 引 き 出 し 後 は 、 引
戸 ３ 本 来 の 凹 所 引 手 ５ （ ６ ） を 利 用 し て 引 戸 ３ を 閉 め る こ と が で き る 訳 で あ る が 、 本 発 明
の 主 た る 目 的 は 、 可 動 把 手 １ ３ を 持 っ て 引 戸 ３ を 閉 じ る 際 、 不 注 意 に よ り 手 指 を 戸 枠 １ や
戸 袋 に 挟 ま な い よ う に す る こ と で あ る 。 こ こ で 「 不 注 意 」 と は 、 可 動 把 手 １ ３ を 引 手 代 わ
り に そ の ま ま 握 っ て 無 意 識 に 引 戸 を 閉 め よ う と す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 可 動 把 手 １ ３ を 握 っ て 引 戸 ３ を 閉 め て い る 者 に 対 し て 危 険 （ 手 指 を 挟 め る 危 険
性 ） を 知 ら せ る た め に 、 本 実 施 例 で は 、 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 棒 状 部 分 ５ ２ ａ を 回 転 突 出 さ
せ る 訳 で あ る が 、 仮 に 可 動 把 手 １ ３ を 引 手 代 わ り に そ の ま ま 握 っ て 引 戸 ３ を 閉 め た と し て
も 、 前 記 棒 状 部 分 ５ ２ ａ の 先 端 部 が 戸 枠 の 縦 枠 １ に 突 き 当 た る よ う に 衝 突 し 得 る か ら 、 結
局 、 手 指 を 挟 ま な い で 済 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 敷 衍 す る と 、 建 具 Ｘ の 開 口 部 ９ を 閉 じ る 前 に 、 棒 状 部 分 ５ ２ ａ の 先 端 部 が 戸 枠 の 縦 枠 １
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に 突 き 当 た り 、 一 時 停 止 に 気 が つ い た 操 作 者 は 、 そ の 場 で 可 動 把 手 １ ３ の グ リ ッ プ 部 分 ３
０ を 手 で 押 し 込 む か 、 又 は 実 施 例 如 何 に よ っ て は 構 成 要 件 を 加 味 し 、 引 戸 ３ の 側 壁 に 設 け
た 引 手 内 の 図 示 し な い 可 動 操 作 片 （ 例 え ば 押 し ボ タ ン ） を 任 意 に 操 作 （ 例 え ば 押 し 込 む ）
し て 、 可 動 把 手 １ ３ を 「 待 機 姿 勢 位 置 」 に 戻 す 。 そ こ で 、 操 作 者 は 、 引 戸 本 来 の 引 手 を 利
用 し て 一 時 停 止 中 の 当 該 引 戸 ３ を 再 び 閉 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 可 動 把 手 １ ３ が 係 止 手 段 １ ４ に よ り 自 動 係 止 さ れ た 状 態
を 「 待 機 姿 勢 位 置 」 と し 、 一 方 、 図 ３ で 示 す よ う に 、 係 止 手 段 １ ４ が 操 作 手 段 １ ５ の 操 作
力 を 介 し て 解 除 状 態 と な り 、 そ の 結 果 、 可 動 把 手 １ ３ が 付 勢 手 段 １ ６ の バ ネ 力 に よ り 所 定
位 置 ま で 突 出 し た 状 態 を 「 使 用 姿 勢 位 置 」 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ４ ） ホ ル ダ ー １ ２
　 ホ ル ダ ー １ ２ は 、 上 下 に 長 い ケ ー ス 状 枠 体 か ら な り 、 フ ロ ン ト 板 及 び 取 付 け 板 で 構 成 さ
れ た 前 板 ２ １ を 有 し て い る 。 前 板 ２ １ の 上 下 端 部 の フ ラ ン ジ 部 分 に は 、 固 着 具 用 の ね じ 孔
２ ２ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ホ ル ダ ー １ ２ の 前 板 ２ １ は 引 戸 ３ の 木 口 ３
ａ に 対 す る 締 め 付 け 座 の 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し か し て 、 図 ４ を 基 準 に す る と 、 ２ ３ は 前 板 ２ １ に 縦 長 に 形 成 さ れ た 把 手 及 び 安 全 ロ ッ
ド 用 開 口 、 ２ ４ は 把 手 用 開 口 ２ ３ よ り も 上 方 に 位 置 す る 操 作 手 段 １ ５ 用 開 口 で あ る 。 操 作
手 段 １ ５ 用 開 口 ２ ４ は 、 本 実 施 例 で は 、 上 端 部 の ね じ 孔 ２ ２ と 把 手 用 開 口 ２ ３ の 間 の 適 宜
部 位 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ホ ル ダ ー １ ２ は 、 前 板 ２ １ を 基 準 と し て 引 戸 ３ の 内 部 に 内 装 さ れ た 縦 長 状 の ケ ー
ス 部 分 ２ ５ を 有 し て い る 。 ケ ー ス 部 分 ２ ５ は 、 図 ５ 、 図 ６ 等 の 断 面 図 で 示 す よ う に ケ ー ス
身 と ケ ー ス 蓋 と か ら 成 る 。 特 に 符 号 を 付 さ な い が 、 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 と し て の 分 割 型 の
ケ ー ス は 、 複 数 個 の 固 着 具 を 介 し て 一 体 に 接 合 す る 。 こ の 接 合 に よ り 、 ケ ー ス 部 分 ２ ５ 内
に は 可 動 把 手 １ ３ 用 の 収 納 部 ２ ６ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ケ ー ス 部 分 ２ ５ は 、 特 許 文 献 １ と は 相 違 し 、 引 戸 本 体 の 凹 部 引 手 を 有 し て い な い が 、 設
計 如 何 に よ っ て は 、 ケ ー ス 部 分 ２ ５ の 側 壁 に 手 掛 凹 部 を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 の ケ ー ス 部 分 ２ ５ の 内 部 に は 、 水 平 ガ イ ド 溝 、 水 平 ガ イ ド 切 欠 、 水 平 ガ
イ ド 棒 な ど の 案 内 手 段 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 例 の 案 内 手 段 １ ８ は 、 ケ ー ス 部 分 ２
５ の 内 壁 面 に 形 成 し た 上 下 一 組 の 水 平 ガ イ ド 溝 で あ り 、 こ れ ら の 水 平 ガ イ ド 溝 １ ８ の 係 止
面 に は 、 可 動 把 手 の 内 端 部 側 に 設 け た 図 示 し な い 係 合 突 起 が 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 必 須 要 件 で は な い が 、 可 動 把 手 １ ３ が 「 待 機 姿 勢 位 置 」 と な っ た
時 に 所 定 位 置 に 受 け 止 め る 小 突 起 形 状 の ス ト ッ パ ー １ ９ が 後 壁 ２ ５ ｂ 寄 り の 部 位 に 上 下 一
対 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 ホ ル ダ ー １ ２ に 組 み 込 ま れ た 可 動 把 手 １ ３ を 基 準 に す る と 、 可 動 把 手 １ ３ の 下
方 の 水 平 杆 部 分 ３ １ と 底 壁 ２ ５ ａ の 間 の 空 間 部 分 に は 、 や や Ｌ 型 状 の 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の
基 端 部 ５ ２ ｂ が 揺 動 可 能 に 位 置 し 、 一 方 、 可 動 把 手 １ ３ の 上 方 の 水 平 杆 部 分 ３ １ と 上 壁 ２
５ ｃ の 間 の 空 間 部 分 に は 、 押 し ボ タ ン 式 操 作 手 段 １ ５ が 水 平 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に 組 み 込
ま れ て い る と 共 に 、 該 操 作 手 段 １ ５ と 接 合 す る 係 止 手 段 １ ４ の 係 止 片 ４ ２ が 上 下 動 自 在 に
組 み 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 ケ ー ス 部 分 ２ ５ に は 、 固 着 具 用 の 螺 合 部 分 、 軸 孔 が 適 宜 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 可 動 把 手 １ ３ の 垂 直 杆 部 分 ３ ２ に は ス ト ッ パ ー １ ９ が 入 り 込 む 横 向 き の 凹 所 状 の 係 合 部
分 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 可 動 把 手 １ ３ に も 駆 動 リ ン ク 用 の 枢 支 用 の 孔 や 切 欠 部 分 が 適
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宜 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 他 の 細 部 的 事 項 の 説 明 は 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ５ ） 可 動 把 手 １ ３
　 可 動 把 手 １ ３ は 、 本 実 施 例 で は 、 前 述 し た よ う に 、 縦 断 面 チ ャ ン ネ ル 形 状 の グ リ ッ プ 部
分 ３ ０ と 、 こ の グ リ ッ プ 部 分 ３ ０ の 上 下 の 水 平 杆 部 分 ３ １ の 内 端 部 に 直 交 状 態 に 連 設 す る
垂 直 杆 部 分 ３ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 例 の ホ ル ダ ー １ ２ の ケ ー ス 部 分 ２ ５ の 奥 行 き
は 短 い が 、 こ の ケ ー ス 部 分 ２ ５ 内 に 余 裕 を 持 っ て 収 ま る よ う に 可 動 把 手 １ ３ の 大 き さ が 設
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 望 ま し く は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 可 動 把 手 １ ３ が 「 待 機 姿 勢 位 置 」 に あ る 時 、 該 可 動 把
手 １ ３ は ホ ル ダ ー １ ２ の 前 板 ２ １ よ り も 内 側 に 位 置 し 、 前 板 ２ １ の 開 口 ２ ３ に 安 全 用 ロ ッ
ド ５ ２ の 棒 状 部 分 ５ ２ ａ が 垂 直 状 態 に 位 置 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ ６ ） 係 止 手 段 １ ４
　 操 作 手 段 の 操 作 力 に よ り 動 か さ れ る 係 止 手 段 １ ４ は 、 前 述 し た よ う に 、 ホ ル ダ ー １ ２ の
上 壁 ２ ５ ｃ 側 に カ イ ド 部 並 び に 支 持 部 を 介 し て 上 下 動 可 能 に 組 み 込 ま れ て い る 。 本 実 施 例
の 係 止 手 段 １ ４ は 、 下 端 部 側 に 可 動 把 手 １ ３ の 被 係 合 部 ３ ３ と 係 脱 す る 係 止 部 ４ ２ ａ を 有
す る 係 止 片 ４ ２ 及 び こ の 係 止 片 ４ ２ を 下 方 に 付 勢 す る 係 止 バ ネ ４ ３ を 含 む 。 係 止 片 ４ ２ は
、 該 係 止 片 ４ ２ に 垂 直 状 態 に 組 み 込 ま れ た 係 止 バ ネ ４ ３ の バ ネ 力 に よ り 、 そ の 下 端 部 の 係
止 部 ４ ２ ａ が 可 動 把 手 １ ３ の 被 係 合 部 ３ ３ に 係 合 し 得 る よ う に 常 時 付 勢 さ れ て い る 。 ま た
係 止 片 ４ ２ は 、 そ の 外 壁 に 傾 斜 状 の カ ム 面 を 有 す る 突 起 部 分 ４ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ ７ ） 操 作 部 材 １ ５
　 ホ ル ダ ー １ ２ の 上 部 側 に は 、 係 止 手 段 １ ４ の 係 止 状 態 を 解 除 す る た め の 操 作 部 材 １ ５ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 操 作 部 材 １ ５ は 、 ホ ル ダ ー １ ２ の 開 口 ２ ４ 或 い は 引 戸 ３ の 木 口 ３ ａ
に そ の 操 作 端 （ 外 端 ） １ ５ ａ が 露 呈 す る よ う に ホ ル ダ ー １ ２ に 水 平 状 態 に 組 み 込 ま れ て い
る 。 操 作 部 材 １ ５ の 縦 段 面 の 外 形 輪 郭 が 「 Ｚ 型 形 状 」 に 形 成 れ 、 内 端 部 １ ５ ｂ に は 、 係 止
片 ４ ２ の 突 起 部 分 ４ ４ の カ ム 面 と 摺 接 す る 傾 斜 状 の 駆 動 面 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ ８ ） 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ と 駆 動 リ ン ク ５ ３
　 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ は 、 や や Ｌ 型 状 に 形 成 さ れ 、 本 実 施 例 で は 、 ホ ル ダ ー １ ２ の 前 板 ２ １
側 の 下 部 に 支 持 板 ５ ５ 及 び ロ ッ ド 枢 軸 ５ ６ を 介 し て 揺 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 前 述 し た
よ う に 、 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ は 、 可 動 把 手 １ ３ が 「 待 機 姿 勢 位 置 」 に あ る 時 は 、 そ の 棒 状 部
分 ５ ２ ａ は 、 略 前 板 ２ １ の 開 口 ２ ３ に 位 置 し て い る 反 面 、 可 動 把 手 １ ３ が 「 使 用 姿 勢 位 置
」 に あ る 時 は 、 駆 動 リ ン ク ５ ３ を 介 し て 戸 枠 の 閉 じ 側 の 縦 枠 １ に 棒 状 部 分 ５ ２ ａ の 先 端 部
が 突 き 当 た る こ と が で き る よ う に 水 平 状 態 ま で 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ こ で 、 前 記 駆 動 リ ン ク ５ ３ は 、 本 実 施 例 で は 、 中 央 部 （ 中 央 部 寄 り の 部 位 も 含 む ） が
、 ホ ル ダ ー １ ２ の 中 央 部 に 設 け ら れ た 第 １ 固 定 軸 ５ ７ に 軸 支 さ れ 、 か つ 、 長 孔 を 有 す る 上
端 部 が 可 動 把 手 １ ３ の 垂 直 杆 部 分 ３ ２ に 第 １ 可 動 ピ ン ５ ８ を 介 し て 連 結 さ れ た 長 板 状 の 上
方 リ ン ク ５ ３ ａ と 、 中 央 部 が ホ ル ダ ー １ ２ の 下 部 側 に 位 置 す る 第 ２ 固 定 軸 ６ １ に 軸 支 さ れ
、 か つ 、 長 孔 を 有 す る 上 端 部 が 前 記 上 方 リ ン ク ５ ３ ａ の 下 端 部 の 係 合 ピ ン と 係 合 す る と 共
に 、 長 孔 を 有 す る 下 端 部 が 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 基 端 部 ５ ２ ｂ の 係 合 ピ ン と 係 合 す る 逆 向 き
「 く 」 の 字 形 状 の 下 方 リ ン ク ５ ３ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 構 成 に 於 い て 、 引 戸 ３ の 開 戸 時 、 操 作 部 材 １ ５ を 操 作 す る と 、 係 止 手 段 １ ４ の 係 止
片 ４ ２ の 係 止 部 ４ ２ ａ の 係 止 が 解 除 さ れ 、 可 動 把 手 １ ３ は 付 勢 手 段 １ ６ の バ ネ 力 に よ り 使
用 姿 勢 位 置 ま で 突 出 す る 。 そ の 際 、 可 動 把 手 １ ３ に 連 動 す る 駆 動 リ ン ク ５ ３ は 、 第 １ 固 定
軸 ５ ７ 及 び 第 ２ 固 定 軸 ６ １ を 支 点 に し て 揺 動 す る こ と か ら 、 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 棒 状 部 分
５ ２ ａ は 略 水 平 状 態 と な る （ 図 ９ 参 照 ） 。
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【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 例 に 於 い て 、 特 に 図 示 し な い が 、 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ を ホ ル ダ ー １ ２ に 戻 す 復 帰 手
段 を 建 具 に 加 味 （ 限 定 ） す る こ と が で き る 。 例 え ば 引 戸 ３ の 本 来 の 凹 所 引 手 ５ （ ６ ） の 中
に 縦 長 状 の 操 作 ボ タ ン を 設 け 、 一 方 、 該 操 作 ボ タ ン に 連 動 可 能 な 係 合 ス ラ イ ダ ー を ホ ル ダ
ー １ ２ の ケ ー ス 部 分 の 底 壁 ２ ５ ａ 側 に 上 下 動 可 能 に 配 設 し 、 前 記 操 作 ボ タ ン を 操 作 す る と
、 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ の 基 端 部 ５ ２ ａ 側 に 形 成 し た 係 合 部 に 係 合 す る 係 合 ス ラ イ ダ ー が 下 方
方 向 へ 移 動 し 、 そ の 結 果 、 安 全 用 ロ ッ ド ５ ２ が 初 期 位 置 へ と 戻 る よ う に 構 成 す る 。 そ の 他
新 規 事 項 及 び 公 知 事 項 を 任 意 に 加 味 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 は 、 主 に 建 具 や 錠 前 の 業 界 で 利 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 １ 乃 至 図 １ ０ は 本 発 明 の 最 良 の 実 施 例 を 示 す 各 説 明 図 。
【 図 １ 】 本 発 明 の 環 境 図 。
【 図 ２ 】 可 動 把 手 が 「 待 機 姿 勢 位 置 」 の 概 略 縦 断 面 説 明 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ か ら 可 動 把 手 が 「 使 用 姿 勢 位 置 」 に な っ た 概 略 縦 断 面 説 明 図 。
【 図 ４ 】 ハ ン ド ル 装 置 Ｙ の 正 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ の ５ － ５ 線 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ２ の ６ － ６ 線 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ２ の ７ － ７ 線 断 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ２ の ８ － ８ 線 断 面 図 。
【 図 ９ 】 駆 動 リ ン ク 及 び 安 全 用 ロ ッ ド の 作 動 態 様 を 示 す 概 略 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 可 動 把 手 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
Ｘ … 建 具 、 Ｙ … ハ ン ド ル 装 置 、 1， 1ａ … 戸 枠 の 左 右 の 縦 枠 、 ２ … 内 側 引 戸 、 ３ … 外 側 引 戸
、 ３ ａ … 木 口 、 ４ … 戸 体 、 Ａ … 矢 印 、 ５ ， ６ … 凹 所 引 手 、 ７ … 室 内 、 ８ … 室 外 、 ９ … 建 具
Ｘ の 開 口 部 、 １ ２ … ホ ル ダ ー 、 １ ３ … 可 動 把 手 、 １ ４ … 係 止 手 段 、 １ ５ … 操 作 部 材 、 １ ５
ａ … 操 作 端 （ 外 端 ） 、 １ ５ ｂ … 内 端 部 、 １ ６ … 付 勢 手 段 、 １ ７ … 把 手 １ ３ の 支 軸 、 １ ８ …
案 内 手 段 、 １ ９ … ス ト ッ パ ー 、 ２ １ … 前 板 、 ２ ３ … 把 手 及 び 安 全 ロ ッ ド 用 開 口 、 ２ ４ … 操
作 手 段 用 開 口 、 ２ ５ … ケ ー ス 部 分 、 ２ ５ ａ … 底 壁 、 ２ ５ ｂ … 後 壁 、 ２ ５ ｃ … 上 壁 、 ２ ６ …
収 納 部 、 ３ ０ … グ リ ッ プ 部 分 、 ３ １ … 水 平 杆 部 分 、 ３ ２ … 垂 直 杆 部 分 、 ３ ３ … 可 動 把 手 の
被 係 合 部 、 ３ ５ … バ ネ 支 持 部 、 ４ ２ … 係 止 片 、 ４ ２ ａ … 係 止 部 、 ４ ３ … 係 止 バ ネ 、 ４ ４ …
突 起 部 分 、 ５ ２ … 安 全 用 ロ ッ ド 、 ５ ３ … 駆 動 リ ン ク 、 ５ ３ ａ … 上 方 リ ン ク 、 ５ ３ ｂ … 下 方
リ ン ク 、 ５ ５ … 支 持 板 、 ５ ６ … ロ ッ ド 枢 軸 、 ５ ７ … 第 １ 固 定 軸 、 ５ ８ … 第 １ 固 定 ピ ン 、 ６
１ … 第 ２ 固 定 軸 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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